
回転する積乱雲「スーパーセル」	

この部分で竜巻が発生しやすい！	
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普通の積乱雲では、この下降気流の通り道と上
昇気流の通り道とがあまり区別されていないので、
お互いがもつれあって次第に雲は弱まります。	
	  
ところが、積乱雲のなかには、回転をともない、
ふたつの気流の通り道がはっきり区別された特
別な構造をもつものがあります。こうなると雲は
おおいに発達し、ますます激しい現象が発生する
ことになります。	  
これがスーパーセルです。	  
	  
竜巻の多くは、スーパーセルによって発生するこ
とが知られています。竜巻以外にも、台風顔負け
の暴風雨や豪雨、巨大なひょうなどの激しい現象
をともなうことがあります。	
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夏の青空にはしばしば立派な雲が並び、時に突
然の雷雨をもたらします。そんな夏雲のように、
空の低いところから高いところまでむくむくと発達
し、様々な激しい現象をもたらす雲が積乱雲(せ
きらんうん)です。	  
	
積乱雲の発達維持には上向きの暖かい風(上昇
気流)が欠かせませんが、雲のなかで雨や雪の
つぶができると、それらの落下につられて高いと
ころにあった冷たい空気が引きずりおろされるな
どして、下向きの風(下降気流)が生じます。	



観測データを元にコンピュータを使ったスーパーセルのシミュレー
ションを行い、竜巻の発生を再現することに成功しています。赤色
の部分(特に強い風が吹いている部分)が再現された竜巻です。シ
ミュレーションの結果を詳しく調べることで、スーパーセルおよび竜
巻のメカニズムの解明を目指しています。	

	

スーパーセルのシミュレーションにより再現された竜巻	

	

2013年9月3日に埼玉/千葉県に竜巻を	  
もたらしたスーパーセル	

	a.実際の写真(柏キャンパス付近より)	

b.スーパーセルをとらえたレーダー画像(気象庁)	

●印は竜巻経路	




